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       午前１０時００分 開会   

 

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

 ただいまの出席議員は１３名でありま

す。 

 定足数に達しておりますので、これから

平成２９年第１回美幌町議会定例会第４日

目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、１番髙橋秀明さん、２番大

江道男さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

 諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（藤原豪二君） 諸般の報告を

申し上げます。 

 本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。 

 朗読については、省略させていただきま

す。 

 次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。 

 なお、吉住議員、所用のため遅参の旨、

高木監査委員、所用のため本日午後から及

び１３日欠席の旨、それぞれ届け出があり

ました。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 議案第１１号から 

      議案第２５号まで 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 議案第

１１号オホーツク町村公平委員会規約の変

更についてから議案第２５号平成２９年度

美幌町病院事業会計予算についてまでの１

５件を議題といたします。 

 昨日に引き続き、順次、提案者から説明

を求めます。 

 説明に当たっては簡潔に要点を得た説明

を願います。 

 民生部長。 

○民生部長（高崎利明君） それでは、議

案の２３４ページでございます。 

 議案第２０号平成２９年度美幌町後期高

齢者医療特別会計予算について御説明申し

上げます。 

 予算書の３４９ページをお開き願いま

す。 

 平成２９年度美幌町の後期高齢者医療特

別会計の予算は次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出

それぞれ２億８,０１７万円と定める。 

 第２項につきましては、事項別明細書で

説明いたします。 

 債務負担行為。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定に

より債務を負担する行為をすることができ

る事項、期間及び限度額は、第２表、債務

負担行為で御説明いたします。 

 ３５２ページをお開き願います。 

 第２表、債務負担行為。 

 電子計算機借上料でありますが、平成２

２年度に導入しました電子計算機の更新

で、期間は平成２９年度から平成３６年度

までの７年間、限度額は１,６１１万２,０

００円でございます。 

 ３６４ページ、３６５ページをお開き願

います。 

 ３、歳出について御説明いたします。 

 １款、総務費、１項、総務管理費、１,０

５８万４,０００円の主なものにつきまして

は、職員１名分の人件費と電算システム等
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の事務費であります。 

 ２項、徴収費、３２万１,０００円につき

ましては、保険料の賦課徴収に係る経費で

あります。 

 次の３６６ページ、３６７ページをお開

き願います。 

 ２款、後期高齢者医療広域連合納付金２

億６,８８０万５,０００円については、被

保険者の増により、対前年比２１１万５,０

００円の増額となっております。 

 次の３６８ページ以降の３款、諸支出

金、４款、予備費については、前年度から

変更はございません。 

 歳出は以上であります。 

 次に、歳入を御説明いたします。 

 ３５６ページ、３５７ページをお開き願

います。 

 ２、歳入でありますが、後期高齢者の医

療費等につきましては、患者の自己負担額

を除き、国、北海道、町からの公費約５

割、現役世代の医療保険から支援金約４

割、後期高齢者の保険料約１割を財源とし

ております。 

 公費の負担割合は、国が４、北海道が

１、美幌町が１の割合であります。 

 １款、後期高齢者医療保険料１億８,５１

３万６,０００円については、被保険者の増

及び保険料特例軽減の見直しにより、対前

年度比６６９万円の増額となります。 

 次に、３５８ページ、３５９ページをお

開き願います。 

 ２款、繰入金、１項、一般会計繰入金、

１目、事務費繰入金１,８１８万４,０００

円については、広域連合への事務費負担金

と職員１名分の人件費、事務費の繰入金で

あります。 

 その下の２目、保険基盤安定繰入金７,６

３９万６,０００円につきましては、保険料

の低所得者に対する９割、８.５割、７割、

５割、２割の軽減分について、一般会計で

収入される４分の３の北海道負担金に美幌

町負担分４分の１を加えた繰入金で、保険

料特例軽減の見直しに伴い、前年度対比５

２０万７,０００円の減額となります。 

 以降につきましては、前年度と変更はご

ざいません。 

 後期高齢者医療特別会計は以上でござい

ます。 

 続きまして、議案の２３５ページでござ

います。 

 議案第２１号平成２９年度美幌町介護保

険特別会計予算ついて御説明申し上げま

す。 

 平成２９年度予算につきましては、介護

保険制度改革に伴い、本年４月から予防給

付事業のうち、軽度認定者、要支援１、２

が利用する訪問介護及び通所介護について

地域支援事業に移行するため、予算科目の

組みかえを行っており、歳入歳出とも前年

度対比におきましては予算額が増減する科

目がありますが、事業内容につきましては

大きな変更はございませんので、よろしく

お願いします。 

 それでは、予算書の３７９ページをお開

き願います。 

 平成２９年度美幌町の介護保険特別会計

の予算は次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出

それぞれ１７億６,７６１万円と定める。 

 第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

 債務負担行為。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定に

より、債務を負担する行為をすることがで

きる事項、期間及び限度額は、第２表、債

務負担行為で御説明いたします。 

 ３８２ページをお開き願います。 

 第２表、債務負担行為。 

 電子計算機借上料でありますが、平成２

２年度に導入しました電子計算機の更新

で、期間は平成２９年度から平成３６年度

までの７年間、限度額は２,１９７万円でご

ざいます。 
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 ４０４ページ、４０５ページをお開き願

います。 

 ３、歳出について御説明いたします。 

 １款、総務費、１項、総務管理費３,１０

９万４,０００円の主なものにつきまして

は、職員４名分の人件費と電子システム、

電算システム等の事務費であります。 

 その下の２項、徴収費４３万３,０００円

につきましては、介護保険料の賦課徴収に

係る経費であります。 

 ３項、介護認定審査会費につきまして

は、介護認定審査会の運営に係る経費６３

７万円と次の４０６ページ、４０７ページ

にある介護認定調査に係る臨時職員賃金及

び訪問調査委託料の経費１,３０１万１,０

００円であります。 

 ４０８ページ、４０９ページをお開き願

います。 

 ２款、保険給付費、１項、介護サービス

等諸費、１目、居宅介護サービス給付費９

億３,８５５万円につきましては、訪問介

護、通所介護、居宅介護支援等の利用人

数、日数等の増により、前年度より５,９２

４万６０００円の増額であります。 

 その下の２目、施設介護サービス給付

費、５億１,２３６万３,０００円につきま

しては、大きな変更はございません。 

 中段の２項、介護予防サービス等諸費６,

２２１万７,０００円につきましては、地域

支援事業への移行に伴い、前年度より２,３

５７万２,０００円の減額であります。 

 一番下の３項、高額介護サービス等費３,

２５０万７,０００円につきましては、自己

負担の合計額が一定の額を超えた場合の利

用者への払い戻しで、前年度より４８万７,

０００円の増額であります。 

 ４１０ページ、４１１ページをお開き願

います。 

 ４項、高額医療合算介護サービス等費４

６４万１,０００円につきましては、前年同

額の見込みであります。 

 その下の５項、特定入所者介護サービス

等費９,１７２万３,０００円につきまして

は、平成１７年１０月から施設サービス料

に係る食費、居住費並びに短期入所生活介

護及び短期入所者療養介護の利用に関する

食費、居住費が保険給付の対象外となった

ことから、低所得者、所得段階１から３の

利用者に対し、施設の設定金額と所得段階

ごとに設けられた負担限度額との差額を保

険給付から給付する制度であります。 

 特別養護老人ホーム、介護老人保健施

設、介護療養型医療施設、短期入所生活介

護の食費及び居住費の件数に変化がござい

ませんので、前年度同額の見込みでありま

す。 

 ６項、その他諸費１７２万６,０００円に

つきましては、件数の増加により５万９,０

００円の増額となっております。 

 ４１２ページ、４１３ページをお開き願

います。 

 ３款、地域支援事業費、１項、介護予

防・日常生活支援総合事業、１目、介護予

防・生活支援サービス事業費２,３０２万

３,０００円につきましては、制度改正に伴

い要支援１、２及び事業対象者が利用する

訪問介護、通所介護、介護予防ケアマネジ

メント等の費用でございます。 

 ２目、一般介護予防事業費につきまして

は、前年度の介護予防事業費からの移行で

あり、生活習慣病の予防、介護予防等に係

る経費であります。 

 運動指導業務負担金８１８万１,０００円

は、しゃきっとプラザ運動指導員等の経費

を運動指導室利用者のうち６５歳以上の利

用者割合で負担するものでございます。 

 介護予防・日常生活支援総合事業補助金

１５万円は、認知症予防のための指導者養

成及び事業の充実に要する経費への助成で

ございます。 

 ２項、包括的支援事業費・任意事業費、

１目、包括的支援事業費２,５１３万１,０

００円の主なものは、地域包括支援センタ

ー運営委託料２,４２２万２,０００円と平
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成２８年１２月に設置した生活支援介護予

防体制整備推進協議会に係る経費６３万８,

０００円であります。 

 ４１４ページ、４１５ページをお開き願

います。 

 ２目、任意事業費１,５０４万３,０００

円につきましては、認知症高齢者見守り事

業、非課税世帯への紙おむつ支援事業、成

年後見制度利用支援事業、高齢者配食事

業、シルバーハウジング事業等の経費であ

ります。 

 ４１６ページ、４款、基金積立金以降に

つきましては、前年度から大きな変更はご

ざいません。 

 歳出は以上であります。 

 次に、歳入をご説明いたします。 

 ３８６ページ、３８７ページをお開き願

います。 

 １款、保険料、１目、第１号被保険者介

護保険料２億９,８４８万７,０００円につ

きましては、平成２７年度から平成２９年

度までの美幌町高齢者保健福祉計画、第６

期介護保険事業計画に基づいて、３年間の

介護保険事業量を見込み、それに伴う１号

被保険者の保険料２２％分として普通徴収

分、特別徴収分を計上しております。 

 ３８８ページ、３８９ページをお開き願

います。 

 ２款、分担金及び負担金、１項、負担

金、１目、審査会負担金３２１万６,０００

円は、美幌地域３町介護認定審査会の経費

を高齢者人口及び審査件数等により津別町

２５.０２％、大空町２６.３３％、美幌町

４８.６５％に按分し、津別町、大空町から

の負担金であります。 

 ２目、利用者負担金につきましては、シ

ルバーハウジング入居者負担金でありま

す。 

 ３９０ページ、３９１ページをお開き願

います。 

 ３款、国庫支出金、１項、国庫負担金、

１目、介護給付費負担金３億３１２万７,０

００円につきましては、居宅介護サービス

費２０％、施設サービス費１５％の国庫負

担分でございます。 

 その下、２項、国庫補助金、１目、調整

交付金につきましては、後期高齢者の割合

と所得状況の格差を調整するための交付金

で、給付費総額の７.８％、１億２,８２１

万１,０００円を見込んでおります。 

 ３項、地域支援事業交付金、１目、介護

予防・日常生活支援総合事業交付金８１３

万３,０００円につきましては、事業費総額

の２５％が交付されるものです。地域支援

事業への移行に伴い、前年度より５４８万

４,０００円の増額となっております。 

 ２目、包括的支援事業・任意事業交付金

１,１７８万８,０００円につきましては、

３９％の国の交付分であります。 

 ３９２ページ、３９３ページをお開き願

います。 

 ４款、支払基金交付金、１項、支払基金

交付金４億６,０２４万４,０００円につき

ましては、各種介護サービス費に対する２

８％の支払基金負担であります。 

 その下の２項、地域支援事業交付金９１

０万８,０００円も２８％の交付金でありま

すが、地域支援事業への移行に伴い、前年

度より６１４万１,０００円の増額となって

おります。 

 ３９４ページ、３９５ページをお開き願

います。 

 ５款、道支出金、１項、道負担金２億３,

１０８万５,０００円につきましては、居宅

介護サービス費１２.５％、施設サービス費

１７.５％の北海道の負担分でございます。 

 ２項、地域支援事業交付金、１目、介護

予防・日常生活支援総合事業交付金４０６

万６,０００円につきましては、１２.５％

の北海道負担分でありますが、地域支援事

業への移行に伴い、前年度より２７４万１,

０００円の増額となっております。 

 ２目、包括的支援事業・任意事業交付金

５８９万３,０００円につきましては、１
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９.５％の北海道の交付分であります。 

 ３９６ページ、３９７ページの６款、財

産収入は、介護保険基金の利子でございま

す。 

 ３９８ページ、３９９ページをお開き願

います。 

 ７款、繰入金、１項、一般会計繰入金、

１目、介護給付費繰入金２億５４６万５,０

００円につきましては、各種介護サービス

費に対する１２.５％の町負担分でありま

す。 

 ２目、地域支援事業繰入金１,９８１万

６,０００円につきましては、介護予防・日

常生活支援総合事業分が１２.５％の４０６

万６,０００円、包括的支援事業・任意事業

分が１９.５％の１,５７５万円の町負担分

であります。 

 ３目、低所得者保険料軽減繰入金は、第

１号被保険者の第１階層の軽減分ついて一

般会計で収入される２分の１の国負担分と

４分の１の北海道負担分に町負担分４分の

１を加えた３７２万４,０００円でありま

す。 

 ４目、その他一般会計繰入金４,７６７万

５,０００円につきましては、職員４名分の

人件費、その他事務費の繰り入れでありま

す。 

 ２項、基金繰入金２,７３９万４,０００

円つきましては、歳出の不足分を介護保険

基金から繰り入れするものです。なお、平

成２９年度末基金残高は１,４６３万７,０

００円の見込みであります。 

 以降につきましては、前年度と大きな変

更はございません。 

 介護保険特別会計の主な予算は以上でご

ざいます。 

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。 

○建設水道部長（小西 守君） 予算書の

４３１ページをお開き願います。 

 議案第２２号平成２９年度美幌町公共下

水道特別会計についてを御説明申し上げま

す。 

 平成２９年度美幌町の公共下水道特別会

計の予算は次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出

それぞれ１１億４,９１２万９,０００円と

定める。 

 第２項につきましては、事項別明細書で

御説明申し上げます。 

 地方債。 

 第２条、地方自治法第２３０条第１項の

規定により起こすことができる地方債につ

きましては、第２表、地方債で御説明申し

上げます。 

 一時借入金。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２

項の規定による一時借入金の借り入れの最

高額は６億円と定める。 

 次に、４３４ページをお開き願います。 

 第２表、地方債であります。 

 初めに、公共下水道事業、限度額１億３,

２６０万円の内訳でありますが、工事管理

や実施設計などの業務委託が２件、終末処

理場の機械、電気の更新工事が２件、下水

道の公共桝設置工事の計５件の事業費から

補助金を差し引いた額を公共下水道事業債

で借り入れするもので、起債充当率は１０

０％であります。 

 業務委託の内容は後ほど事項別明細書

で、工事の内容は工事関係参考資料で御説

明申し上げます。 

 その下の下水道資本費平準化債の限度額

４,５７０万円は施設整備に投資した起債償

還額を耐用年数に沿って平準化し、単年度

の負担軽減を図る目的で借り入れするもの

であります。 

 その下の公共下水道事業特別措置分の限

度額３,１７０万円は、平成１８年度に繰出

基準見直しで交付税措置される事業費補正

が元利償還分の７０％から６０％に減額さ

れたことに伴い、その差分を特別措置分と

して起債発行が認められているものであり

ます。 
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 起債限度額の合計は２億１,０００万円

で、起債の方法、利率、償還方法は記載の

とおりであります。 

 次に、歳出から御説明申し上げますの

で、４５２ページ、４５３ページをお開き

願います。 

 １款、１項、１目の一般管理費の７,６１

０万２,０００円は、職員４名分の人件費と

事務経費を計上しております。前年に比較

して１２３万７,０００円の減は主に人件費

の減によるものであります。 

 公共下水道事務の中ほどの使用料収納事

務委託料２,４４６万８,０００円は下水道

使用料の賦課徴収業務を水道事業に委託し

ておりますので、その事務経費を水道事業

会計に負担するものであります。 

 その下、負担金の上から６行目の水道事

業会計負担金３７５万円は、下水道の排水

設備新設や改造の受け付けと検定を水道事

業に委託していますので、その経費を水道

事業会計に支払うものであります。 

 公課費１,６１９万円は、消費税を計上し

ております。 

 次に、２目、維持管理費２億４,５８４万

３,０００円は、処理場施設の維持管理と下

水道環境の維持管理費用を計上しておりま

す。前年に比較して１,２４９万６,０００

円の増額は、主に処理場機器の修繕料の増

額によるものであります。 

 １、終末処理場維持管理事業の光熱水費

３,２５３万３,０００円は、処理場と５カ

所のマンホールポンプ場で使用する電気料

と水道使用料であります。 

 その下の修繕料３,６４４万６,０００円

は、処理場の機器類の修繕で、平成２９年

度は２２の機器のオーバーホールを行うも

ので、昨年より１,８３３万２,０００円の

増額となっております。 

 このページの最後の行、産業廃棄物処理

委託料１,３３３万８,０００円は、下水道

処理後の脱水汚泥の処理費用を計上してお

ります。 

 次に、４５４ページ、４５５ページをお

開き願います。 

 上から２行目、処理場維持管理業務委託

料１億３,３５０万６,０００円は、処理場

の維持管理業務の委託費用であります。 

 その下の２、公共下水道管渠維持管理事

業の修繕料９８７万２,０００円は、道路上

のマンホールの修繕と公共汚水ますの段差

によるつまずきや車両破損事故防止のた

め、公共汚水ますの切り下げを行うための

修繕料で、全体で１１３カ所分を計上して

おります。 

 二つ下の管渠清掃委託料５４０万円は、

昨年に引き続き、稲美の旭地区と美園地区

の汚水管９,８００メートルの清掃を予定し

ております。 

 次に、３目、建設費３億８９８万円は、

下水道施設の設備などの更新工事費用で、

前年に比較して１,９１６万５,０００円の

減は、主に計画作成などの業務委託の減に

よるものであります。 

 業務委託料の下水道終末処理場施設スト

ックマネジメント基本計画策定委託料２,１

００万円は、現在進めている水処理施設の

更新の終了後に引き続いて汚泥処理施設の

設備更新を行うこととしております。その

ための計画策定を行うためのものでありま

す。 

 下水道長寿命化管渠実施設計委託料１,０

００万円は、昨年まで実施した下水道管渠

のカメラ調査の結果に基づいて管渠更生工

事を行うための実施設計を委託するもの

で、いずれも補助事業として実施をしよう

とするものであります。 

 その下、工事請負費、公共汚水桝設置工

事４４０万円は、１３カ所分の工事を見込

んでおります。 

 終末処理場水処理設備機械設備更新工事

９,０００万円と、同じく電気設備更新工事

１億７,６００万円の内容につきましては、

後ほど予算工事関係資料で御説明申し上げ

ます。 
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 次に、４５６ページ、４５７ページは、

公共下水道事業債の元金及び利子の償還

金、次の４５８ページ、４５９ページは予

備費を計上しています。 

 次に、歳入について御説明申し上げます

ので、４３８ページ、４３９ページにお戻

り願います。 

 ２、歳入。 

 １款、１項、１目、下水道受益者負担金

等は、新たに下水道区域となった際に５年

間の分割で納付していただくもので、現在

納付中の４件と新規の１件を見込んだ６０

万円を計上しております。 

 その下の２目、一般会計負担金２,５６８

万３,０００円は、し尿の処理を下水道処理

場で受け入れていることから、処理経費を

一般会計に求めるものであります。 

 その下の３目、個別排水処理特別会計負

担金２１３万５,０００円は、個別排水処理

会計の事務を下水道事業で行っていること

から人件費の４０％相当分の負担を求める

ものであります。 

 次に、４４０ページ、４４１ページをお

開き願います。 

 ２款、１項、１目、下水道使用料３億７,

２４８万円は、現年度分３億７,０２５万

６,０００円と過年度分の２２２万４,００

０円を見込んでいます。 

 次に、４４２ページ、４４３ページをお

開き願います。 

 ３款、１項、１目、公共下水道費国庫補

助金１億６,５３０万円であります。この内

訳は、業務委託に係る補助金が３業務、補

助率１０分の５で１,９００万円、工事請負

に係る補助金が２工事、補助率１０分の５.

５で１億４,６３０万円、合わせて１億６,

５３０万円であります。 

 次に、４４４ページ、４４５ページをお

開き願います。 

 ４款、１項、１目の一般会計繰入金３億

７,２２８万５,０００円は、法で定められ

ている基準内繰入３億２,７８２万４,００

０円を含む一般会計からの繰入金でありま

す。 

 次のページの繰越金、その次の諸収入の

説明は省略させていただきます。 

 ４５０ページ、４５１ページの詳細につ

きましては、第２表、地方債で御説明させ

ていただきましたので、省略させていただ

きます。 

 続きまして、予算工事関係参考資料につ

いて御説明いたします。 

 別とじとなっている図面等の参考資料の

５ページをお開き願います。 

 公共下水道建設事業でございます。 

 下水道の整備から４１年が経過し、施設

の老朽化が進んでいることから、下水道の

長寿命化計画を策定し、平成２５年から平

成２９年度までの５年間をかけ、処理場の

水処理設備の機械、電気設備の更新工事を

行うものであります。終末処理場一般平面

図の下側の黒枠斜線で表示しております箇

所が平成２９年度の施工箇所であります。 

 処理場の水処理施設の反応タンク、最終

沈殿池、ブロワ施設の機械設備、水処理施

設の電気設備の更新工事を行うもので、機

械設備更新工事が９,０００万円、電気設備

更新工事が１億７,６００万円を計上してお

ります。 

 特定財源としまして、国庫補助金の社会

資本整備総合交付金、補助率５５％、残り

は公営企業債が１００％充当されます。 

 以上、下水道事業について御説明させて

いただきました。 

 続きまして、４６９ページをお開き願い

ます。 

 議案第２３号平成２９年度美幌町個別排

水処理特別会計予算についてを御説明申し

上げます。 

 平成２９年度美幌町の個別排水処理特別

会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出

それぞれ９,７４６万２,０００円と定め
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る。 

 第２項につきましては、事項別明細書で

御説明申し上げます。 

 地方債。 

 第２条、地方自治法第２３０条第１項の

規定により起こすことができる地方債につ

きましては、第２表、地方債で御説明申し

上げます。 

 一時借入金。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２

項の規定による一時借入金の借り入れの最

高額は１,０００万円と定める。 

 次に、４７２ページをお開き願います。 

 第２表、地方債であります。 

 起債の目的は、個別排水処理施設整備事

業、限度額が３,２２０万円であります。 

 今年度は１０個の設置を予定しておりま

して、下水道債と辺地債及び過疎債を併用

いたします。 

 次に、歳出から御説明いたしますので、

４８８ページ、４８９ページをお開き願い

ます。 

 ３、歳出。 

 １款、１項、１目、一般管理費２９６万

１,０００円は個別排水処理に関する事務経

費を計上しており、前年に比較して１７万

２,０００円の減は水洗化改造資金に係る銀

行への預託金の減によるものであります。 

 個別排水処理事務の中ほどの公共下水道

特別会計負担金２１３万５,０００円は、下

水道会計職員が個別排水処理事務を担当し

ていることから、人件費の４０％を公共下

水道特別会計に支払うものであります。 

 次に、２目、維持管理費２,９６８万５,

０００円は、現在設置されている個別排水

処理施設２９６基の維持管理に係る費用

で、前年に比較して１５５万３,０００円の

増は２８年度設置の浄化槽の増によるもの

であります。 

 修繕料５５３万７,０００円は浄化槽ポン

プの空気調整弁交換や、ろ材入れかえ、ブ

ロワポンプ等の修繕を行う費用で、その下

の手数料４４５万６,０００円は、浄化槽法

による水質検査手数料と汚泥処理手数料で

あります。 

 その下、施設保守点検委託料７９４万４,

０００円は浄化槽法による年３回の保守点

検委託料であります。３０６戸を予定して

おります。 

 その下の清掃業務委託料１,１７４万８,

０００円は、浄化槽内の汚泥くみ取りと槽

内を洗浄するものであります。 

 ３目、建設費、３,４５６万２,０００円

は、個別浄化槽設置工事費用で、平成２９

年度は５人槽が４戸、７人槽が４戸、１０

人槽が２戸の計１０戸分を予定しておりま

す。 

 次に、４９０ページ、４９１ページであ

ります。 

 ２款、１項、１目、個別排水処理事業元

金償還金２,２１５万２,０００円、その下

の利子償還金８０９万１,０００円は、平成

２８年度までに借り入れした起債の元金と

利子償還であります。 

 次に、４９２ページ、４９３ページには

予備費を計上しています。 

 次に、歳入について御説明申し上げます

ので、４７６ページ、４７７ページをお開

き願います。 

 ２、歳入。 

 １款、分担金及び負担金の１目、個別排

水処理施設受益者分担金１６２万１,０００

円は、今年度予定しております１０戸分の

受益者分担金であります。 

 次に、４７８ページ、４７９ページであ

ります。 

 ２款、使用料及び手数料、個別排水処理

施設使用料２,０３５万１,０００円は、平

成２８年度までに設置した２９６戸分と平

成２９年度に予定しております１０戸分の

使用料であります。 

 次に、４８０ページ、４８１ページであ

ります。 

 ３款、１項、１目、一般会計繰入金４,３
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０４万８,０００円は、法で定められている

基準内繰り入れ２,１１６万９,０００円を

含む一般会計からの繰り入れであります。 

 ４８２ページ、４８３ページは繰越金、

次のページの諸収入の説明は省略させてい

ただきまして、４８６ページ、４８７ペー

ジの６款、町債につきましては、第２表、

地方債で御説明させていただきましたの

で、省略させていただきます。 

 以上、個別排水処理特別会計でございま

す。 

 次に、４９９ページをお開き願います。 

 議案第２４号平成２９年度美幌町水道事

業会計予算についてを御説明させていただ

きます。 

 総則。 

 第１条、平成２９年度美幌町の水道事業

会計の予算は次に定めるところによる。 

 業務の予定量。 

 第２条、業務の予定量は次のとおりとす

る。 

 （１）給水戸数は８,８３９戸で、平成２

８年度当初より４１戸減で計上しておりま

す。 

 （２）年間総給水量は２００万３,０００

立方メートルで、前年度当初より５,０００

立方メートル減で計上しております。 

 （３）１日平均給水量は５,４８８立方メ

ートルで、これも前年度より１３立方メー

トル減で計上しております。 

 いずれも昨年より減となっていますの

は、平成２８年度の実績を見込んだもので

あります。 

 （４）主要な建設事業につきましては、

資本的収入及び支出で御説明申し上げま

す。 

 収益的収入及び支出第３条と次の５００

ページの資本的収入及び支出第４条につき

ましては、予算実施計画書及び説明書で御

説明申し上げます。 

 企業債、第５条でありますが、初めに水

道管路整備事業、限度額７,５５０万円であ

ります。対象工事は配水管路新設工事２路

線、配水管敷設替工事９路線の計１１路線

で、詳細は後ほど予算工事参考資料で説明

させていただきます。 

 なお、起債充当率は１００％でありま

す。 

 水道施設整備事業、限度額８,７１０万円

であります。 

 内容につきましては、４件の施設整備工

事で詳細は歳出で説明させていただきま

す。 

 水道施設等耐震化事業、限度額８９０万

円、内容は日並浄水場の管理棟上屋、薬品

沈殿池上屋及び薬品沈殿池の耐震補強の実

施設計委託を行うものであります。 

 量水器収納筺設置事業、限度額８,４２０

万円は、平成２４年から１１年間の計画で

伸縮式の量水器筺に交換しておりますが、

２９年度は９１６戸分を計上しておりま

す。 

 いずれも企業債の充当率は１００％で、

起債の方法、リース償還法は記載のとおり

であります。 

 次に、５０１ページでございます。 

 一時借入金。 

 第６条、一時借入金の限度額は１億円と

定めるものであります。 

 議会の議決を経なければ流用することの

できない経費、第７条、たな卸資産購入限

度額第８条につきましては記載のとおりで

あります。 

 次に、５０２、５０３ページをお開き願

います。 

 予算実施計画書及び説明書の収益的収入

及び支出の収入であります。 

 １款、１項、１目、給水収益４億３,０８

３万１,０００円は、平成２８年度の決算見

込みを踏まえ、減額で計上しております。 

 その下の４目、その他営業収益、３節、

雑収益の中の下水道使用料賦課徴収委託料

２,４４６万７,０００円は、下水道使用料

の賦課徴収業務費用を下水道特別会計から
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水道事業で受け入れるものであります。 

 金額の算定は、下水道使用料調定件数の

割合で求めた４８.２７％で求めておりま

す。 

 ２項、営業外収益の中の２目、長期前受

金戻入５,４４９万２,０００円は、固定資

産の取得、改良に交付された補助金等を収

益化した額を計上しております。 

 ５目、引当金戻入益の中の退職給付引当

金戻入益６,０３３万円は、平成２６年度に

公営企業会計制度見直しに伴い、退職手当

引当金として水道事業費用の固定負債に計

上しましたが、水道事業に在職している職

員の退職金は退職手当組合負担金を納付す

ることにより引当金として積み立てする必

要がないことから、戻入を行うものであり

ます。 

 次に、５０４ページ、５０５ページの収

益的支出であります。 

 １款、１項、１目、原水及び浄水費５,５

７３万４,０００円は水源地及び浄水場に係

る維持管理経費を計上しています。前年度

に比較して３２８万６,０００円の減額は、

委託料及び修繕料の減に伴うものでありま

す。 

 委託料の日並浄水場運転管理等業務委託

料は、平成２８年度から委託管理を実施し

ております管理業務委託で２,９５２万円を

計上しております。 

 １８節、修繕費の浄水場施設等修繕費４

１２万４,０００円は、残留塩素計や活性炭

注入ポンプ修繕など浄水場に係る１０件の

修繕費用を計上しています。 

 ２１節、薬品費１,１７５万３,０００円

は、凝集剤のポリ塩化アルミニウムや次亜

塩素酸ナトリウムなどの水処理用薬品費用

を計上しております。 

 次に５０６ページ、５０７ページをお開

き願います。 

 ２目、配水及び給水費６,８１６万円は、

職員２名の人件費と田中配水池と７カ所の

加圧ポンプ所及び配水管路の維持管理費用

を計上しております。 

 前年に比較して５４７万９,０００円の増

額の主な内容は、賞与引当金、委託料及び

修繕料の増によるものであります。 

 ３節、賞与引当金繰入額１１３万５,００

０円は、地方公営企業会計制度の改正に伴

い新たに計上するもので、平成３０年６月

の期末勤勉手当の支給対象期間となる２９

年１２月から３０年３月の４カ月分に相当

する額を２９年度に引当金として費用化す

るものであります。 

 １５節、委託料の一番下の検定期間満了

分量水器取替委託料７７３万９,０００円

は、メーター交換に係る業務委託料で交換

数量の増により１６４万６,０００円の増で

あります。 

 １８節、修繕費１,０５９万９,０００円

は、配水及び給水施設の修繕に係る費用

で、前年より２５６万４,０００円の増を見

ています。 

 ２２節、材料費の量水器取替用材料費１,

９５２万６,０００円は、メーター交換１,

１８３戸分を計上しております。 

 次に、５０８ページ、５０９ページをお

開き願います。 

 ３目、業務費、４,１３７万１,０００円

は、水道使用料の徴収に携わる営業担当職

員４名分と臨時職員１名分の人件費、検針

の経費、電算事務経費などを計上してお

り、前年度に比較して３３８万２,０００円

の増は、主に職員給与費と賞与引当金繰入

金の増によるものであります。 

 次に、４目、総係費２,７８３万８,００

０円は、水道主幹の人件費と建設水道部長

の３カ月分の人件費相当分を給料費負担金

として計上しております。 

 ５１０ページ、５１１ページの１５節、

委託料、水道事業基本計画策定業務委託料

９４０万円は、平成２１年度策定の美幌町

水道ビジョンが８年を経過していることか

ら、その後の社会情勢の変化や総合計画と

の整合性を図るとともに、耐震化計画、施
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設整備計画及び老朽管路の更新計画を盛り

込んだ水道事業運営の指標となる基本計画

を策定するものであります。 

 その下の３３節、貸倒引当金繰入金１０

７万２,０００円は、平成２８年度末に予定

している不納欠損金の予定額で、金銭債権

について次期以降に貸倒額として計上され

ます。 

 その下、５目、減価償却費、有形固定資

産減価償却費の中の一番下のリース資産７

３９万６,０００円は、管路管理システム、

企業会計システム、水道料金システムの固

定資産の割賦払金をリース資産として計上

しております。 

 ２項、営業外費用の１目、支払利息は企

業債償還利息２,９８６万５,０００円を含

む利息額を計上しております。 

 次に、５１２、５１３ページをお開き願

います。 

 支払消費税６０１万８,０００円、雑支出

として過年度還付金２０万円、予備費とし

て５万円を計上しております。 

 次に、５１４ページ、５１５ページをお

開き願います。 

 資本的収入であります。 

 １款、１項、１目、企業債２億５,５７０

万円でありますが、第５条、企業債で御説

明させていただきましたとおり、予算工事

参考資料で説明させていただきます。 

 その下、２項、１目、国庫補助金３９５

万円は、日並浄水場耐震補強実施設計委託

料１,５８０万円を国の生活基盤施設耐震化

補助金、補助率４分の１で実施するもので

あります。 

 その下の３項、１目、簡易水道等施設整

備事業実施区域水道施設分担金は、豊幌地

区で新たな給水を受けようとする世帯を想

定し、１件分２００万円を計上しておりま

す。 

 その下の４項、１目、一般会計出資金２

９０万円は、日並浄水場耐震補強実施設計

委託料から補助金を差し引いた額の４分の

１の額を地方公営企業法に基づき一般会計

から繰り入れるものであります。 

 次に、５１６ページ、５１７ページをお

開き願います。 

 資本的支出であります。 

 １款、１項、１目、浄水配水設備費１億

８,９０５万７,０００円は、施設担当職員

１名分の人件費を含む水道管の布設がえ及

び水道施設整備に係る予算であります。 

 このページの中ほどの１５節、委託料の

うち、日並浄水場耐震補強実施設計委託料

１,５８０万円は、日並浄水場の管理棟上

屋、薬品沈殿池上屋などの耐震補強工事の

ための実施設計を行うものであります。 

 ２３節、工事請負費、水道管路整備事業

７,５５６万円は、後ほど予算工事関係資料

で御説明させていただきます。 

 水道施設整備事業８,７１７万円は、４件

の工事を予定しています。 

 １件目は、日並浄水場の消毒設備工事で

す。これは、平成１４年に整備の塩素注入

ポンプ及び計装設備更新で、工事費は１,２

４２万円を予定しております。 

 ２件目は、同じく日並浄水場フロック形

成池機械設備工事で、平成２年に整備の攪

拌機械の更新で工事費は５,２２６万円を予

定しております。 

 ３件目は、美禽送水流量計計装設備工事

で、平成７年に整備の遠隔通信設備の更新

で工事費は１,３２３万円を予定していま

す。 

 ４件目は、高野第２加圧ポンプ所機械設

備工事で、平成２年に整備の加圧ポンプ設

備の更新で工事費は９２６万円を予定して

おります。 

 その下の簡易水道等施設整備事業は、分

担金工事１戸分の予算計上であります。 

 その下の２目、業務設備費の中の量水器

筺取替費８,４２７万円でありますが、９１

６戸分の設置委託と量水器収納筺代を計上

しております。 

 その下の３目、資産購入費、４節のリー
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ス資産８９８万２,０００円は、債務負担行

為で購入しております管路管理システム、

企業会計システム、水道料金システムの長

期請負契約で購入している土木管理システ

ムのそれぞれの予算、それぞれの費用を計

上しております。 

 その下の２項、１目、企業債償還金１億

５,４７９万３,０００円は、財務省、公営

企業金融機構及び市中銀行から借り入れて

おります償還元金であります。 

 続きまして、予算工事関係参考資料につ

いて御説明を申し上げます。 

 別つづりの工事関係資料の６ページをご

らんください。 

 水道管路整備事業でございます。 

 老朽化している水道管路の布設がえを計

画的に実施するとともに、道路事業等に関

連した水道管網を整備し、安定的な給水を

図るものであります。 

 地図番号１、図面下に当たりますが、大

通南２・３丁目町道２６２号道路の配水管

新設工事であります。道路の改良工事にあ

わせ、ポリエチレン管、管径１００ミリ、

延長２１２メートルの配水管を新設するも

ので、工事費は９２０万円を予定しており

ます。 

 次に、地図番号２、図面上に当たります

が、新町１丁目町道５９９号の配水管新設

工事で、ポリエチレン管、管径５０ミリ、

延長１４０メートルの配水管を新設するも

ので、工事費は３０７万円を予定しており

ます。 

 ３以降は老朽管の布設替工事でありま

す。 

 工事概要に既設の管の布設年度、新設の

管種、管の口径が記載されておりますの

で、読み上げは省略させていただき、工事

箇所と工事延長、工事金額を説明させてい

ただきます。 

 地図番号３、三橋町２丁目町道第３１５

号道路は、延長が１７８メートルで、工事

費は９７１万円を予定しております。 

 次に、地図番号４、三橋町１丁目町道３

１５号道路の工事で、工事延長は９８メー

トル、工事費は８４９万円を予定しており

ます。 

 次に、地図番号５、図面右に当たります

が、西１条北２丁目から大通北２丁目まで

の町道１０７号道路で、延長１６０メート

ルを道路整備にあわせて布設がえするもの

で、工事費は１,０５０万円を予定しており

ます。 

 次に、地図番号６、画面左上に当たりま

すが、新町１丁目国道３９号線で、延長は

４０メートル、工事費は４５７万円を予定

しております。 

 次に、地図番号７、図面右下に当たりま

すが、青葉１丁目町道８号道路で、延長は

４４メートル、工事費は４０２万円を予定

しております。 

 次に、地図番号８、図面左に当たります

が、元町町道６４４号道路で、延長は９４

メートル、工事費は６５０万円を予定して

おります。 

 次に、地図番号９、元町町道６４５号道

路で、延長は９５メートル、工事費は６８

０万円を予定しております。 

 次に、地図番号１０、元町町道１０８号

道路で、延長は９８メートル、工事費は６

７０万円を予定しております。 

 最後に、地図番号１１、元町町道第７２

１号道路で、延長１１０メートル、工事費

は６００万円を予定しております。 

 この１１件の充当財源は企業債で、充当

率は１００％でございます。 

 以上、御説明させていただきましたの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） 議案書は２

３９ページでございます。 

 議案第２５号平成２９年度美幌町病院事

業会計予算について御説明申し上げます。 

 予算書の５３１ページをお開き願いま

す。 
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 平成２９年度の予算計上におきまして

は、経常経費のほか収益的収支では、常勤

医師１名と看護師４名、理学療法士、作業

療法士各１名の採用を見込んだ予算を、資

本的収支では、人工透析監視装置の更新な

ど医療機器等の購入に必要な予算の計上を

行ったところであります。 

 第１条、平成２９年度美幌町の病院事業

会計の予算は次に定めるところによる。 

 第２条の業務の予定量及び第３条の収益

的収入及び支出の予定額はそれぞれ記載の

金額を定めるものであります。 

 内容につきましては、実施計画書及び説

明書で御説明申し上げます。 

 次に、５３２ページ、５３３ページをお

開き願います。 

 第４条の資本的収入及び支出の予定額

は、それぞれ記載の金額を定め、資本的収

入額が資本的支出額に対し不足する額９,２

２７万７,０００円は、過年度分損益勘定留

保資金で補填するものとして定めるもので

あります。 

 内容につきましては、実施計画書及び説

明書で御説明申し上げます。 

 第５条の企業債につきましては、医療機

器更新等事業のため、起債の限度額、起債

の方法、利率及び償還の方法を記載のとお

り定めるものでございます。 

 この起債につきましては、元利償還額の

２分の１の５０％が交付税措置されるもの

でございます。 

 第６条の一時借入金は、一時借入金の限

度額を４億円と定め、第７条の議会の議決

を経なければ流用することのできない経費

として職員給与費、交際費の額をそれぞれ

記載のとおり定めるものであります。 

 第８条の他会計からの補助金は、一般会

計からの補助金につきましては、それぞれ

公営企業会計に対するルール分としての繰

り入れを、国保会計の直診施設健康管理事

業補助金は、病院が実施する健康管理事業

に対する補助として計上するものでござい

ます。 

 第９条では、たな卸資産購入限度額を２

億４,５７０万円と定め、第１０条の重要な

資産の取得は予定価格が７００万円を超え

る医療機器の購入として、調剤システム・

服薬指導システム一式、人工透析監視・透

析液供給装置一式を定めるものでありま

す。 

 次に、５３４ページ、５３５ページをお

開き願います。 

 収益的収入及び支出でございます。 

 医業収益では、入院及び外来収益として

平成２８年度の実績及び外来診療の再開を

見込んだ収益を計上し、年間患者数及び１

日１人当たりの収益額の見込みはそれぞれ

記載のとおりでございます。 

 その他医業収益のうち一般会計負担金は

企業会計に対するルール分の繰り入れとし

て、救急医療の確保に要する経費は交付税

措置額の相当分を、小児救急に要する経費

は特別交付税の基準額に基づき算定した額

を、医師確保に要する経費は医師募集に係

る経費分としてそれぞれ計上し、その他の

収入はそれぞれ記載のとおり所要額を計上

しております。 

 次に、５３６ページ、５３７ページをお

開き願います。 

 医業外収益でございます。 

 一般会計補助金と国保会計補助金につき

ましては、第８条で説明いたしました補助

金を計上し、一般会計負担金につきまして

は、企業会計に対するルール分の繰り入れ

としてそれぞれ記載のとおり計上し、その

うち、不採算地区病院の運営に要する経費

につきましては１億４１９万８,０００円を

繰り入れるものでございます。 

 その他の収益は、平成２８年度の決算見

込みを踏まえ、それぞれ計上を行っており

ます。 

 次に、５３８ページ、５３９ページをお

開き願います。 

 医業費用でございます。 
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 給料及び手当等につきましては、医師給

与は４月採用の医師１名を含む常勤医師９

名分を計上し、看護師の増員とリハビリテ

ーション充実のため理学療法士、作業療法

士の採用を含め予算計上を行っておりま

す。 

 賞与引当金繰入額につきましては、翌年

度の６月手当支給に係る引当金相当額を計

上するものであります。 

 賃金につきましては、臨時医師賃金とし

て眼科出張医師、非常勤医師の賃金賞与額

を、臨時職員につきましては、新規に看護

師２名、看護補助者１名の採用を含め、全

体で４６名分を計上するものでございま

す。 

 材料費のうち薬品費、診療材料費はそれ

ぞれ所要額を計上してございます。 

 次に、５４０ページ、５４１ページをお

開き願います。 

 医療消耗備品費から保険料まで、各項目

とも所要額を計上しておりますが、下から

２項目めの修繕費につきましては、２階病

棟の和式トイレの洋式化並びに外部非常階

段の塗装修繕を含め計上しております。 

 次に、５４２ページ、５４３ページをお

開き願います。 

 賃借料から交際費までそれぞれ所要額を

計上しておりますが、２項目めの委託料の

一番下の院内電子システム管理者等委託料

につきましては、電子カルテシステム、オ

ーダリングシステム、院内ネットワークシ

ステム等病院内で運用している診療情報シ

ステムの安全な運用管理を行う常駐の技術

担当者１名を配置するため、外部業者から

の派遣に要する委託料を新規に計上してお

ります。 

 ３項目めの手数料につきましては、非常

勤医師確保のための紹介手数料と看護師確

保対策として看護師４名分の紹介手数料を

計上しております。 

 それ以外の各費目につきましては、それ

ぞれ所要額を計上しております。 

 次に、５４４ページ、５４５ページをお

開き願います。 

 建物減価償却費から一時借入金利息ま

で、それぞれ所要額を計上するものでござ

います。 

 次に、５４６ページ、５４７ページをお

開き願います。 

 雑損失及び消費税につきましてはそれぞ

れ所要額を計上するものでございます。 

 次に、５４８ページ、５４９ページをお

開き願います。 

 資本的収入及び支出でございます。 

 資本的収入では、一般会計出資金として

公営企業会計に対する繰入基準による企業

債元金償還分の繰り入れを、企業債につき

ましては、医療機器更新等事業の財源充当

のため記載のとおり計上し、一般会計負担

金は医療機器のリース資産に係る医療機器

の元利償還金相当分を計上するものでござ

います。 

 次に、５５０ページ、５５１ページをお

開き願います。 

 資本的支出でございます。 

 建設改良費では、医療機器の更新など第

１０条に定める診療用医療備品のほか、必

要な医療機器の購入のため所要額を計上す

るものでございます。 

 リース資産購入費は、医療機器などリー

ス資産の償還金でございます。 

 企業債償還金は、企業債の元利償還分を

計上するものでございます。 

 以上、御説明申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 疑問点を整理する

ため、暫時休憩します。 

 再開は１５時５０分といたします。 

午前１１時０２分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 ３時５０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 
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◎延会の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 本日の会議はこれで延会したいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

 したがって本日はこれで延会することに

決定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎延会宣言 

○議長（大原 昇君） 本日は、これで延

会いたします。 

 御苦労さまでした。 

       午後 ３時５１分 延会   
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